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はじめに
　少子化や時代の変化に伴い、大学は今日、全国的に
学部や組織の再編を行なっている。本学も同様の流れ
の中にあり、この数年のカリキュラム変更や、人員配
置数とその方法の変化は目まぐるしい。音楽や芸術は
人々の生活に必要なものだと誰もが考えているにもか
かわらず、学校の教科としての授業数は削減され続け
ており、それに伴い教員の採用数も減少している。こ
の傾向はアメリカ合衆国でも同様である。
　そのような状況の中、筆者は平成28年９月より翌年
３月まで学部の長期研修制度を利用し、米国コロラド
州にあるアダムス州立大学（Adams State University, 
以下、ASUと記載する）に交流研究者として在籍し
てきた。アメリカでも同様の少子化、教職員数の減少
という社会的情勢に直面しており、対応策として大学
改革、カリキュラム改革を余儀なくされているという。 
ASUのトレイシー・ドイル教授（Dr. Tracy Doyle）
とジェイムス・ドイル准教授（Dr. James Doyle）は
２年前に群馬大学を訪問し、その際マスタークラス（公
開レッスン）及びオルフ音楽教育の理念にもとづく
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ワークショップを担当し、それは非常に活気ある講座
となった。その手法と受講した学生の反応からは多く
の気づきがあり、日本の大学が今、直面する問題にも
対応可能な魅力を感じたのである。言い換えれば、知
力偏重の傾向にあり、音楽の内容に心が動く場面や、
学修、実践が力となっていくような教育場面が減少し
ている状況に、ヒントを与えてくれるような予感が
あった。そこで、長期研修としてコロラド州の小さな
地方大学において、どのような音楽教育が行なわれ、
管楽器を含む器楽教育はその中でどのような位置づけ
で扱われているのか、俯瞰的に動向を視察することに
した。
　本論は、上記のような動機により長期研修において
視察した内容をもとに、地方大学の音楽科が地域の
ニーズや状況に応じて改革しようとしている事例をま
とめたものである。また、その活動に筆者自身が演奏
や企画に参加した実践についても交えながら、アダム
ス州立大学における教育実践にみる音楽科改革を考察
する。
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Ⅰ．アダムス州立大学とその地域性
　アダムス州立大学はコロラド州の南部、アラモサ市
（Alamosa）という人口１万人弱の小さな町に位置す
る。ロッキー山脈の東部にある、サン・ルイス・バレー
（San Luis Valley）という盆地にある町で、標高が
7646フィート、約2300ｍという高地であることから、
アスリートの高地トレーニングでは有名な土地であ
る。大学には気圧調整が可能な体育館等が配備され、
降雪期を含み年間を通してトレーニングが可能な環境
が整っている。谷の主な産業はじゃがいも・グリーン
チリ（甘とうがらし）等の農業であり、山間地では林
業も行なっている。
　大自然に恵まれたこの土地はしかし、都会からは遠
く孤立した場所とも言えるので、このような地理的条
件のもといかに大学に優れた教員を呼び、学生を集め、
優秀な次代を担う人材を輩出していくかは大きな課題
であるようだ。
　また、ASUはヒスパニックの学生登録率が全学生
数の35％であり（2016年時点）国の基準でHSI（Hispanic 
Serving Institute）と認定されている。町では英語の
ほかにスペイン語による表記も見られ、筆者自身、ス
ペイン語を母語とする学生とかかわる事があった。ク
ラリネットの学生指導の際、英語による音楽用語の解
釈に時間を要しており、確認すると学生自身はいくつ
かのスペイン語を反芻し、こちらが意図した内容と結
び付けている場面に遭遇したのである。この時、HSI
認定されているという情報が現実のものとなり、当該
学生が日々、母語ではない言語により大学の学修を行
なっていることを実感した。Diversity-多様性という
言語も、ASUにおいては祝福し誇りを持って頻繁に
使われていた。
　地域と大学の関係は大変密接で、地域の行事は大学
キャンパスでも行なわれ、また大学教員はコミュニ
ティーのリーダーとしても存在していた。例えば、合
唱指導の専門教員はコミュニティー・コーラスの指導
者を努め、打楽器教員はコミュニティー・スチールド
ラム・バンドの指導を行なっていた。それにより、大
学生の授業成果発表を行なう演奏会に、コミュニティ・
バンドの発表部分が生じたり、大学生がコミュニティ・
バンドの指導助手を務め、準備等を積極的に手伝った
りするなど、地域住民と学生のつながりは自然な形で
密接なものとなっていた。
　そうした地域における大学の存在意義は、コミュニ
ティーの一部となることであろう。大学は市民に開か
れており、また町も大学生の営みに対して寛容である。
同時に小さな町では学生活動は町のエネルギーである
と感じた。人口は少ないが、その内訳は多様である。
音楽教育においては、大学での発表の場に市民が来場
し、また町の教会や市場において学生の演奏が行なわ
れた。本論で注目するのは、そのような地域特有のニー
ズにきめ細やかに対応し、大学のカリキュラムや教育
体制を見なおし、より深い学びを提供しようとする改
革が行なわれていたことである。
Ⅱ．ETHOS の理念をもとにした改革
　2016年度から数年かけて行うと提示された音楽科改
革 の 指 針 は、Robison音 楽 科 長 の 発 信、“ETHOS: 
Exploring Equity Through Music”（精神：音楽を通
じた平等性の探求）（Robison, 2016）にまとめられて
いる。（下線は筆者による）
　 A major question that has arisen is, how do we best 
serve the mission of this university, and our 
students as we prepare them for meaningful careers 
in the 21st century?
　冒頭より、この改革は変化の早い21世紀において、
意味のあるキャリアを用意できる高等教育機関であり
たい、そのような大学のミッションを最良の方法で行
なうためにどうすればよいか、と始まる。
　ASU の大学のミッションとビジョンは下記の通り
である。
　 Mission: To educate, serve, and inspire our diverse 
populations in the pursuit of their lifelong dreams 
and ambitions.
　 Vision: To become the university community of 
choice for diverse, historically underserved groups, 
and all who value quality education and inclusivity.
 　そもそも大学のミッションが学生のためにだけあ
るのではなく、大学が中心となるコミュニティーとな
り多様性と歴史的にも下等に扱われてきた背景を包括
した地域において、質の高いインクルーシブな教育を
評価する全ての人のために、と示されている。それで
は、これに基づいた音楽科改革における ETHOS を再
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度見てみよう。
　“ethos”は研究社の新英和中辞典第三版によると
「《特定の民族・社会・時代・文化などの》気風、精神、
思潮、特質、エトス」とある。また、途中遷移語のギ
リシャ語では、「習慣・気質・特徴」とあり（Weblio 
英和和英辞典）、“character”の意である「特徴」も
掲載されている。Robisonは下記でその点に触れ、さ
らにギリシャ人がこの単語にこめる「音楽の力」がそ
こに働いていることにも言及し、音楽科改革のスロー
ガンワードとして掲げる。
　 ETHOS is a Greek word, meaning “character” that 
is used to describe the guiding beliefs or ideals that 
characterize a community, nation or ideology. The 
Greeks also used this word to refer to the power of 
music to influence its listener’s emotions, behaviors, 
and even morals.（中略）
　 For the faculty and students of the Music 
Department at Adams State University, ETHOS 
stands for an overarching, multi-year program we 
are implementing this year, addressing equity and 
diversity issues in the programming of our music 
ensembles and the development of new curricula.
　Robison は上記記述の後半部分で、今年度の重点ポ
イントは、教育の平等性と多様性問題に対応し、音楽
アンサンブルを再編し、目的にふさわしい新しいカリ
キュラムを構築していくことと掲げている。
1.　改革の具体例
　では、実際にどのようにアンサンブルが再編され、
教育の機会が保たれるカリキュラム改革が行なわれた
か。筆者が見聞し、時には実際に演奏に参加した具体
例として、（１）実技教科のうち合奏・アンサンブル
で行なう演習の再編、（２）ミュージック・ビジネス
専攻の実践的学修について述べる。
（１）アンサンブルの再編：マーチングバンドの廃止、
小規模アンサンブル重視
　管楽器教育の盛んなアメリカでは、吹奏楽がさまざ
まな形で行なわれている。小学校の選択音楽授業（高
学年が多い）から、“Concert Band”（吹奏楽形式の
一つ）がある。中学になると、州や地域の制度にもよ
るが、選択授業として体育や球技、合唱、吹奏楽など
から好みのものを選択して履修する場合が多い。
　マーチングバンドという演奏形態は、フットボール
の試合においてハーフタイムに広いグランドでショー
を行なうというアメリカの文化とともに、全国的に広
がっている。フットボールチームのある大学では、そ
の大学町自体の誇りでもあり、市民生活とのつながり
の強さが感じられる。同時に、ショーには豪華な衣装
がつきものであり、華やかな舞台の裏には大掛かりな
人員配置と設備投資、そのための寄付金や助成金確保
への努力等、苦労が絶えない面もある。アラモサでは
一部のフットボール愛好家と富裕層のサポートによ
り、試合にはハーフタイムショーの開催を期待されて
いた経緯があったようだ。だが、ASU のマーチング
バンドは音楽科の現実から考えると悩みの種でもあっ
た。ASU は小さな大学で、音楽科全体でも専攻生は
40名程度、バンドへの参加者は専攻外生を含め60名程
度である。そもそも試合が年に数回しか実施されず、
そのためにカリキュラムのほとんどを費やして準備し
ても、試合の進み具合や天候により、ハーフタイム
ショーが中止されることが頻発していたという。そこ
で ASU の音楽科が ETHOS プロジェクトの一環とし
て提案したのは、マーチングバンドを行なわず、ハー
フタイムのショーは、別の演奏形態で、同様に観客を
楽しませる企画を行なう、というものだった。
　マーチングバンドにとって替わったのは小規模アン
サンブルであった。今年度は“Summit”フルート・
カルテット、木管五重奏団、ヴォーカル・アンサンブ
ル“68 West”、金管五重奏団、スチールドラム・バンド、
ドラムライン等のグループが編成され、活動していた。
従来マーチングバンド練習に費やしていた時間に、個
別の小規模アンサンブル練習を実施し、フルートの教
員がフルートアンサンブルを指導し、ホルンの教員が
木管五重奏や金管五重奏を、合唱教員がジャズやゴス
ペルを含むヴォーカル・アンサンブルを、そして打楽
器の教員がスチールドラム・バンドやドラムラインを
主に指導していた。７名しかいない講座教員のうち４
名が各自の専門分野に応じた小アンサンブルの指導を
丁寧に行なうことにより、いくつもの高機能で機動力
の高い小アンサンブルとして活動できるのである。こ
れにより多くの学生が自分の専攻や副専攻の得意分野
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においてきめ細かな指導を受け、より充実した演奏機
会を頻繁に得る事ができた。Equity and Diversity、
平等性が保障され、多様なものが認められ推奨される
環境となったのである。
　欧米の大学では、その教員のもとで学ぶために大学
に登録する学生が多く、学生確保のために教員もリク
ルート活動に力を注ぐ。田舎町であっても教授のもと
で学修するために、山を越えて登録している。その結
果、ASU では40名の吹奏楽（ASU Winds & Percussion）
メンバーのうち、８名がフルート専攻、５名がホルン
専攻、８名程度が打楽器専攻であった。これは吹奏楽
としては非常にアンバランスな楽器編成といえる。だ
が、各アンサンブルは濃密な指導を享受し、活動内容
は充実していた。例えば、フルートアンサンブルは全
員でも充実したサウンドを作りあげ、先輩のリーダー
シップのもと、２つのさらに小さなアンサンブルに分
かれてもいたので、学生間での切磋琢磨が生じていた。
また、ダブル・メイジャーとしてもう一つ専攻を持っ
ている学生もおり、フルート専攻の学生がスチールド
ラム・バンドやドラムラインに登録していたり、ホル
ン専攻やクラリネット専攻の学生がヴォーカル・アン
サンブルで歌っていたりする例が見られた。
　これはまさに、ETHOS の一つとして、どのような
形式が、目の前の学生たちにとって、得るものが多く
より深い学びを体験することができるのか、という視
点から生まれたアイデアである。
　マーチングバンドの廃止にあたっては、地域には反
対の声も当然あり、激しい議論が交わされたようだ。
だが、フットボール試合のハーフタイムには、マーチ
ングバンドの迫力に勝るとも劣らない、ドラムライン
の派手なパフォーマンスが行なわれ、２対のドラム
セットによるセッション対決で締めくくられて歓声を
呼んだという。コミュニティーの営みの中で音楽場面
が必要とされる際に、従来どおり、または従来以上の
出演効果が得られていたことに、ETHOS プロジェク
トの効果を確認することができた。
　今年度廃止することになったマーチングバンドは、
ホームカミングという卒業生が大学町を訪れる慣習の
週末パレードにおいて、地域住民の温かい拍手を浴び
ていた。（図１）
（２）ミュージック・ビジネス専攻の実践的学修
　ASU にはミュージック・ビジネス専攻がある。音
楽を専門として大学を卒業しても、その仕事が社会の
どのようなところに内在しているのか、それを知り、
活用できなければ生業とするのは困難である。ETHOS
プロジェクトで再編した小アンサンブルによる演奏活
動は、機動性も高く、地域の様々な場所や機会に存在
する音楽ニーズに合致する形となった。更にミュー
ジック・ビジネス専攻の学生にとっては、これらをマ
ネジメントする仕事を始める実践的な学びの機会と
なったのである。まず、小アンサンブルのそれぞれの
プロフィールとデモ演奏録音を製作する。ASUには
素晴らしいレコーディング・スタジオの設備があり、
この専攻の学生が本格的な録音、編集技術を学び、学
内外の録音業務を請け負っている場面も見かけた。こ
れらの営業素材を利用し、小アンサンブルが取得した
演奏活動には、アラモサ議会のオープニング演奏や、
学校や老人ホームへの慰問演奏、ファーマーズ・マー
ケットでの演奏（図２）、大学生協でのロビーコンサー
ト等があった。
　また、小さな大学の活動を近隣地域の外へ、ひいて
は世界中に配信する試みにも出会った。12月に行なわ
図１　パレードするマーチングバンド
図２　 ファーマーズ・マーケットでのスチールドラム・バ
ンド
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れた打楽器専攻による学期の集大成コンサート、
Percussion Extravaganzaは、インターネット・スト
リームによりライブ配信され、地域住民や州外から来
ている学生の家族からは大きな反響があった。筆者は
この演奏会に出演し、三木稔作曲の“Kincho-Daiko”
という打楽器アンサンブル曲において、旋律楽器パー
トをE♭クラリネットで演奏した。フルートまたはリ
コーダーと表記があったが、曲の様式と、締め太鼓、
長胴太鼓、鉦等の打楽器から察するに元のイメージは
篠笛によるお祭りのお囃子であるのは明らかだった。
照明等の演奏効果を十分に活かした、大規模なセッ
ティングのコンサートであったので、日本の祭りに欠
かせない法被を簡単に製作し、パフォーマンスを行
なった（図３）。また、ミュージック・ビジネス専攻
の学生のアシストのもと、ピンマイクを付けてエコー
を効かせ、薄暗い客席後方部から入場し、歩きながら
演奏して登壇する演出を行なった。虚無僧の尺八のよ
うに、または追分を歌う者のように、少し歩いては立
ち止まり、散文的なまとまりの楽句を無拍子で即興的
に演奏した。小節線で区切られ、正確なビートのもと
に安定したテンポとリズムで演奏するのが一般的な西
洋音楽と違い、拍子感が弱く即興的で「間」が感じら
れる日本音楽の特性を提示したいと考えたからであ
る。その後、見得を切るようなパフォーマンスにより、
本来の楽曲をリズムよくスタートさせた。終演後、多
くの聴衆より感嘆の反響があったので、日本の民族文
化を少し紹介することができたと考えている。
２．教員の分野横断的な創造的協力体制
　2016年９月14日付けで発信されたRobison音楽科長
のETHOSプロジェクトに関する陳述には年度内に実
施予定の企画と理念が数多くつづられていた。驚くべ
きことは、筆者が９月中旬から６ヶ月の間に（途中、
一時帰国等により経過を観察できなかった期間はある
が）それらは次々に実現をみて、イベントが実施され
ただけでなく、その教育的効果が学生の自主的な学修
姿勢へと反映されていったことである。振りかえると
その背景には、７名という少ない数の教員が、各々の
分野とその周辺分野について献身的、創造的に協力し
合う体制があったと考える。筆者が関わることの出来
た事例を（１）Faculty Collage Concert、（２）ＣＭ
ＥＡ（コロラド州音楽教育者連盟）大会にむけて,
という視点からまとめる。
（１）　Faculty Collage Concert
　これは、教員による合同の演奏会という意味である。
正式にそう呼ばれている毎年９月のものに加え、この
項では、筆者自身のリサイタルとなった室内楽演奏会
を含むコラボレーション・コンサート、国際女性週間
に行なわれたDr. Tracy Doyle教授がコーディネイト
した演奏会の３つを報告する。
　9月29日に学内のLeon Memorial Recital Hallで行な
われた「教員コラージュ・コンサート」は新年度開始
のイベントとして、非常勤講師にも多く出演を募り、
新入生歓迎の意味をこめて行なっているものだった。
筆者も当コンサートに下記２つの演目で出演した。
　 -Jennifer Bellor：“Stay” for vibraphone, clarinet 
and piano （James Doyle, vibraphone/ Chiho Sugo, 
clarinet/ Tyleen Stults, piano）
　 -Antonio Salazar: Tres canciones mexicanas （Three 
Mexican Songs）（Matthew Valverde, tenor/ Chiho 
Sugo, clarinet/ William Lipke, piano）
着任したばかりの声楽教員、Dr. Matthew  Valverde
から２つ目の依頼を受け、筆者は大学に到着して２日
後に広報のための写真撮影にも参加し、約１週間で共
演が実現した。これにより学生や、コミュニティーに
対し新規着任した意欲的な声楽教員とともに、筆者も
Artist in Residenceとして公的に紹介されたのであ
る。非常に温かい対応であった。
　11月には３つのコラボレーション・コンサートを行
なった。11月18日、19日、それぞれ隣町の Creston と
Del Norte において、“Origins”と題し Tracy Doyle、
図３　法被着用で“Kincho-Daiko”を演奏
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James Doyle の両氏とともに企画した。ここでも
ミュージック・ビジネス専攻の学生に運営補助を依頼
したので、学生にとっては教員とともに近隣地へのア
ウトリーチを経験する機会となった。“Origins”の標題
のとおり各自の出自に着目したプログラム構成とし、
両ドイル氏のルーツであるアイルランドの曲や、日本
の曲も取り入れた。「赤とんぼ」や「荒城の月」はア
メリカ人にも知られていて驚いた。また、サン・ルイ
ス・バレーにちなんだ曲も入れた。先住民から歌い継
がれているという“Ute Sunsong”の編曲演奏や、春と
秋にサン・ルイス・バレーに渡来するSandhill Crane（加
奈陀鶴）をテーマに日本人作曲家、壺井一歩氏に委嘱
した「コンサートのための前奏曲　第3番」の初演も
行なった。演奏曲目は（表１）の通りである。18日に
は、クラリネットの非常勤講師であるAlyssa Powell
氏との共演がかなった。
　続いて、11月30日には筆者の“アーティスト・イン・
レジデンス・リサイタル”を開催した。（図４）“Origins”
で演奏した三重奏の数曲に加え、さらに共演者が増え、
珍しい編成での室内楽演奏会となった。フレンチ・ホ
ルンの Dr. Angela Winter、伴奏スタッフのTyleen 
Stults氏とのブラームスによる「ホルン三重奏」では、
筆者の研究分野であるE♭クラリネットによるヴァイ
オリン・パートの演奏を取り入れた。また、非常勤講
師でジャズ・アンサンブルの指導も担当するダブル
ベース奏者、Lancer Hardy 氏との二重奏“Benny’s 
Gig”は、スイングの効いたジャズ風の様式であった。
　日本人が数ヶ月にわたりアラモサに滞在したこと自
体が、そもそも多様性をもたらしたわけだが、上記の
ように様々な珍しい形態での室内楽演奏を展開したこ
とは ETHOS プロジェクトの一面として、貢献できた
と考える。これも、本企画を奨励し快諾してくれた
ETHOS 気風の懐の深さと、多忙な業務の合間にリ
ハーサル時間を確保してくれた教職員の献身的な協力
により実現した。
　先述した通り、ASU は HSI 認定校としてヒスパニッ
ク人口率が高い。それだけでなく、ほかにも多くの
diversityを見た。まずLGBT+について、コロラド州
では現在は同姓婚を禁止しておらず、身近な教職員や
学生にも多く見かけた。この春、大学には「だれでも
トイレ」の表示がされるスペースが設けられるようだ。
また、サン・ルイス・バレーには電気等の文明を利用
せず生活する集落があり、そこでは自動車ではなく馬
車が使われていた。自給自足の生活スタイルが未だに
守られているとみられた。そのような地域であり、人
表１　Originsコンサートの演奏曲目
図４　 アーティスト・イン・レジデンス・リサイタル　プ
ログラム
Origins    Nov. 18, 19, 2016
Tracy Doyle, flute,  James Doyle, percussion
Chiho Sugo, clarinet，Alyssa Powell, clarinet*
Prelude for Concert No. 3 : “Sandhill Crane”（2016）
　　～ World Premier ～ …………………… Ippo Tsuboi
Prism Sonatine（2015） …………………… Ippo Tsuboi
Three Romances（2007） ………………… Daniel Dorff
Ute Sunsong …………………………………… Traditional
Yeni Makam 4（1993） ………………… Edward Hines
< Japanese Songs >
　Red Dragonfly …………………………Kosaku Yamada  
　The Moon over the Ruined Castle … Rentaro Taki
　Blossoms ………………………………… Rentaro Taki 
Irish Spirit（2003） ………………………… Bill Douglas
Sonate for two clarinets* …………… Francis Poulenc
 ＊18th only　
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種差別や性差別には非常に敏感な気風があった。ちな
みに学長も女性である。
　さて、音楽の世界においても、とかく西洋音楽が「正
統派」で「高尚」な分野だとされがちである。日本を
含め、世界中その傾向が強いが、それについては常に
反論、反発もある。アメリカでは歴史的な背景もあり、
南部由来のジャズや黒人霊歌由来のゴスペル、ラテン
音楽等のジャンルが軽視あるいは過少評価される場面
が見られる。だが、ASUの音楽科やアラモサではこ
の傾向は全く見られず、寧ろ土地のものや多様性を祝
福している姿が印象に残った。
　2017年３月、筆者の帰国直前に行なわれた、Dr. 
Tracy Doyle 教授の企画である教員コラージュ・コン
サートは、国際女性週間の大学行事の一つであった。
プログラムは女性作曲家のものが集められた。音楽史
においても、女性が認められるまで時間がかかり、有
名なメンデルスゾーンの姉ナンネルの楽曲は、弟フェ
リックスの名前で出版されたり、クララ＝シューマン
の楽曲は近年まで過少評価されたりしてきた。このよ
うな企画で女性作曲家が取り上げられる機会が増える
ことは、意義のある試みであると考える。筆者は、こ
の演奏会に、Jenni Brandon 作曲　Le Chanson del la 
Natureより抜粋（クラリネット独奏）と Dr. Tracy 
Doyleのフルート、Dr. William Lipkeのピアノによる
三重奏で、Jennifer Higdon 作曲　Lullaby の２演目に
出演した。
　大学教員が積極的に企画、演奏し、その姿を学生に
見せることは、非常に意義深いことだと考える。また
音楽棟内に、コミュニティーにも開かれる響きの良い
音楽ホールがあることがアメリカの大学の魅力で、そ
のため「演奏会を日常の学びとする」ことが一層自然
に行なわれている。筆者は若い頃アメリカに留学した
時からその事を強く感じ、「現役」で研究分野に取組
む師の姿から多くの刺激を受けた。それは今でも筆者
の活動の原動力となっているが、この度ASUでの実
践を目の当たりにし、「教育・研究」は表裏一体であ
ることを再確認した。
（２）ＣＭＥＡにむけてのプロジェクト
　CMEA（Colorado Music Educators Association　
コロラド州音楽教育者連盟）は毎年クリニックおよび
大会を開催しており、2017年1月の本大会にはASUの
吹奏楽（Winds and Percussion）が抜擢され演奏する
機会があった。これは、7年ぶりのことだそうである。
　ETHOSプロジェクトはこれを最大の教育的機会と
して組み込んだ。まず、先述のようにアンバランスだ
が、セクションごとには優秀な吹奏楽団であるために、
演奏曲はすべて委嘱、または卒業生作曲家や在籍学生
による作曲作品となった。テーマもサン・ルイス・バ
レーにちなみ、土地の歴史や地理を祝福するものとし、
国際的に有名なJack Stamp氏をはじめ（氏は客演指
揮者としても登壇）、実力者の協力を得た。Robison音
楽科長はETHOSプロジェクトのハイライトとして、
このことを下記のように記す。
　 This program will consist of works written 
specifically for this ensemble that reflect the 
heritage, culture and geography of the San Luis 
Valley. Composers include internationally-known 
band composer, Jack Stamp, Jennifer Bellor, and 
David Pierce.
　ここで音楽科教員チームの協力について２点、着目
する。学生作品の公募とその審査過程について、およ
び、協演と献身的な指導についてである。CMEA 大
会での演奏作品は委嘱のほかに一般公募されたが、卒
業生作曲家のほかに現役学生の応募が数点あった。こ
れらはすべて練習され、演奏、録音の後、音楽科教員
委員５名によって審査された。この委員会に筆者も加
わることとなる。結果的に甲乙つけ難かった現役学生
作品２作品について、作曲教員の指導、校正というサ
ポートもあり、採用することになった。大会で演奏し
たのである。このプロセスは非常に頼もしく、音楽的
に未熟な部分は作曲の専門教員、Dr. Matt Shildt によ
り指導・修正され、よい部分を活かしたことで、演奏
効果のある作品となった。演奏する当人たちは、同じ
学部生の作品を大舞台に載せることになりその高揚感
を継続して共有していた姿が印象深かった。
　さらに、本演奏会では、３名の教員をソリストとし
て演奏する協奏曲形式の演目があった。また、そのこ
とにより、バンド・ディレクター自身もソリストにな
るため、教員は交代で指揮も請け負っていた。教員が
冬休み返上で学生のセクション練習を行ったことによ
り、演奏の質が格段に向上したことには感服した。
　３月には CMEA 大会で演奏した曲目を、オープン
キャンパスのような行事の学内演奏会で演奏した。教
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員による協奏曲も披露され、このとき筆者も吹奏楽と
の協演の機会を得た。（図５）
　この ETHOS に基づいた年間改革プロジェクトで
は、学科を挙げての教員協力により、従来の個別の形
ではなしえなかった相互作用による深い教育実践をも
たらしたと考える。改革には変化に対する勇気と、無
数の調整を行なうための協力体制が必要である。この
姿は大学全体として目指している形であり、音楽科が
いち早くこの取りくみを掲げて、その成果を挙げてい
るという事実は、全学のＦＤプロジェクトにおいても
繰り返し示され、高い評価を受けていた。
Ⅲ．「統合力」と「21世紀の技能」
　これまで ASU の音楽科における取り組み全体を見
てきたが、ここで ASU やコロラドでの音楽科教育、
教員養成のカリキュラムに視点を当て、コロラド州で
の教員免許認定基準や、学習指導要領にあたる
Colorado Academic Standard の内容を取り上げる。
　アメリカでは大学が教員免許状を発行する基準は、
National Association of School of Music （NASM）
の Standard に基づき、州や周辺の特定エリアの教育
連盟等が定めるガイドラインに沿い、最終的には各大
学が設定するよう定められている。つまり、指針とな
る基準はあるものの、厳密に科目名を特定するほどの
免許状発行規定はないところが我が国と異なる点であ
るようだ。その点では各授業の内容や形態について大
学（ここではASUの音楽科）が状況に応じて個別に
免許取得要件や卒業要件を決める自由さがある。筆者
の研修中に、大学院のカリキュラムについて再課程認
定があるということで、Dr. Tracy Doyle, Dr. Beth 
Robisonとともにカリキュラム検討会議に同席する機
会があった。
　 親 規 定 で あ る National Association of School of 
Music（NASM）による、音楽教育学士号取得基準の
巻頭まとめ、MASM Competencies Summary には、
Item 1, Common Body of Knowledge and Skills とし
て次の５分野が挙げられている。（表２）
５の「統合力」という分野は日本の免許法規定には見
られない分野であることに注目したい。各項目を詳説
した部分で、「統合力」については下記のように記さ
れている。（筆者訳）
　【統合力】Synthesis.
　 統合力は生涯を通じて発展させるものであるが、学
士号修了までに学生は、各音楽的な課題について、
上記の実技力、聴覚的・言語的・視覚的分析、作曲
や即興能力、音楽史と楽曲の知識などを適切に統合
し、臨機応変に対応する能力を習得すること。
  これは、2009年に改正されたコロラド州の“Colorado 
Academic Standard <Music>” （学習指導要領（音楽）
にあたる）で新規にとりいれられた領域“Integration 
of 21st Century Skills”（21世紀の技能の統合）に通じ
ていると筆者は考える。このStandardはK-12対応で、
つまり日本での小学校から高等学校までの教育課程の
ガ イ ド ラ イ ン や 到 達 目 標 を 示 し た も の で あ る。
Academic Standard のHandbook巻頭に記された改訂
の要点、理念には、「教育を終えたときに、21世紀の
グローバル経済社会で成功する力をつけさせたい」「変
化は必要である」「基準は、実行可能である（べきで
ある）」と綴られている。
　また、改訂の概要は表でも明示され（図６）、従来
の５分野が４分野に統合され、「21世紀の技能の統合」
が新設されたことが俯瞰できる。
図５　吹奏楽との協演
表２　NASM 音楽教育学士号基準　基本的知識と技能
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　日本の現状を鑑みると、岩田（2011）が今後の教員
養成の展望について、「教員養成教育を提供する各大
学においては、そうした「学問性」をベースにしなが
ら、それらと実際の教員の仕事との関連性を留意しつ
つカリキュラム・マネジメントを行なう必要が生じる」
と指摘している。コロラド州の基準改訂で登場した「21
世紀の技能の統合」、またそれに対応する、教員免許
基準に示された「統合力」の分野、これらは革新的で
意義深い改訂であり、日本でも必要とされている「生
きる力」養成に通じるものだと強く感じる。
Ⅳ．まとめ
　延べ半年近くにわたりアダムス州立大学に滞在し、
ちょうど改革が行なわれる初年度の様子を、目の当た
りすることができた。上述したように、地域に根ざし
た大学として、地域に還元する社会人を輩出するため
に、音楽科の改革が行なわれた。アンサンブル再編は、
機動性が高く、学生により多くの、より有意義な学び
の機会をもたらし、再編したアンサンブルが有効には
たらくために教員は献身的、創造的な協力体制をとっ
ていた。その背景にある理念からは、学生たちが、変
化の早い21世紀の今日、社会に出たときに通用する力
を身につけ、より充実した生き方を目指す人になって
ほしい、という思いが伺える。コロラドのStandardに
明記されている「21世紀の技能の統合」や音楽教員と
して必要な各種分野の知識・技能を「統合」し、実践
する力を養成することなどについて、ここではアラモ
サ流、アダムス流に適応させ、しっかりと実践してい
たのだ。Dr. James Doyle准教授は、４月に町のレス
トランで行なわれたファンドレイジングのための小ア
ンサンブル演奏に関して、
　 “We wanted to provide our students with the practical 
experiences they will find upon graduation.”
と言っている。（Music Department, 2017）
　研修の初期の頃は、何か革新的な視座があり活気が
あるなと何気なく感じていた程度であった。しかし時
が重なり２学期目に入ると、新任教員もしっかりと
チームの一員となり、ETHOS の理念が薄れることな
く実践され、学生活動に成果が見え始めたことに驚い
た。そして CMEA 大会での成功として実を結んだと
きには、大きな感慨を覚えた。なにより教員は日々、
授業や学生の演奏に見られる変化に一喜一憂し、学生
とともに成長を喜んでいる様子が伺えたことが印象深
かった。この経験を筆者の本務校においてどのように
生かしていくか、これが課題である。両ドイル教授は
2017年９月に再来日する予定となっており、本学学生
との交流が展開されることを大いに期待する。この往
還が学生交流を含む形で継続され、やがては大学間協
定へと発展することを願ってやまない。
　最後に、快く長期研修を認めてくださり、学科を越
えて学内における研究員としての立場を用意して、温
かくキャンパスにおいて下さったアダムス州立大学の
Dr. Beth Robison 音楽科長、指導教員の Dr. Tracy 
Doyle 教授、Dr. James Doyle 准教授、ご協力いただ
いたすべてのアダムス州立大学教職員の方々ならび
に、不在中にご協力いただいた本学、音楽教育講座教
員の方々に感謝の意を表し、結びとする。
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